
 

 

 

 

 

 ４月の学校だよりであいさつのことをお伝えしましたが、今月もあいさつの話題から。４月当初と

比べると、最近あいさつの声が大きくなってきたなとかあいさつをする子が増えてきたなと感じてい

ます。私も「いいあいさつだね。」「元気いいね。」とできるだけ声をかけるようにしています。また、

朝だけでなく下校時に「さようなら。」とあいさつする子も増えてきたように感じます。中には、校長

室をのぞいて「校長先生さようなら。」と元気よくあいさつして帰っていく子もいます。校長室をのぞ

くと言えば、先日昼休みに満面の笑みを浮かべながら「校長先生遊ぼう。」と声をかけてくれた子がい

ました。ちょうどその日は午後から出張だったため「ごめんね。」と謝りましたが、とても素直な津田

っ子の姿を見たなと思いました。津田小学校に着任して2カ月弱になります。笑顔に笑顔で返す素直

な子どもたちだなという印象をもっています。先程の登下校時のあいさつだけでなく、廊下や階段で

すれ違う時も笑顔で接すると、とても素敵な笑顔を返してくれる子どもたちです。以前「人間関係は

鏡である。鏡は先に笑わない」という言葉を聞いたことがあります。まずは我々教職員、大人から子

どもたちに笑顔で接することを大事にしたいと考えています。兎角忙しかったり心に余裕がなかった

りすると笑顔を忘れがちです。そう言えば、校舎の３階ベランダに「元気なあいさつ 明るい笑顔」と

掲げてあります。あれは子どもたちだけでなく、我々大人に向かって「（子どもたちに）元気なあいさ

つをしましょう」とか「（子どもたちに）明るい笑顔で接しましょう」「元気なあいさつと明るい笑顔

で子どもたちを育てましょう」というメッセージも含まれているのかもしれませんね。（勝手な私の見

解です。ご了承ください。） 

学校経営方針について 

 今回の学校だよりの次ページ（裏面）に今年度の学校経営方針を載せています。お時間のある時に

お読みいただければ幸いです。その経営方針の中で「心理的安全性」を大きな柱の一つとしています。

心理的安全性とは、他の人の反応に対して怖さや恥ずかしさを感じることなく、自分を包み隠さず自

然体で活動していける状態のことです。すべての学級が心理的安全性の高い集団になるといいなと思

っています。先日、ある学級の算数の授業を見ていると、ある子が「わかった！なんだ、そういうこ

とだったのか。」と絶叫（？）していました。よっぽどすっきりしたのでしょう。また国語の時間には、

ある子の発言を受けて先生が「どう？」と聞かれた時に「わからない。」とはっきり言っていました。

また別の学級では国語の時間に「難しい。」「無理だ。」とつぶやいていました。「わかった。」「できた。」

だけでなく「わからない。」「難しい。」「できん。」などの言葉も安心して出せる学級の空気は大事だな

と思います。まずはこういう空気が常に流れている学級・学校づくり、集団づくりに力を入れて取り

組みたいと考えています。 

5月31日（土）は運動会です！ 

 ５月31日（土）は運動会を行います。１年生にとっては小学校生活初めての運動会、６年生にと

っては小学校生活最後の運動会になります。特に６年生には悔いを残さない運動会にしてほしいと思

います。子どもたちは応援練習や各学年の種目練習に励んでいます。応援練習では、６年生が１～５

年生それぞれの担当学年を決め、一人一人が役割と責任をもち応援歌の練習や振り付けの指導をがん

ばっていました。応援練習というと、１～５年生までが集まり、一部のリーダーが前で指導や指示を
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するイメージですが、「〇年生担当」になるとすべての６年生がリーダーとなって取り組むよさがある

なと思いました。種目練習では、各学年とも趣向を凝らして楽しい種目になっています。 

 保護者や地域の皆様、お忙しいこととは思いますが運動会本番の５月３１日（土）、子どもたちのが

んばりに大きな声援や拍手を送っていただくと喜びます。お待ちしています。 


